
新機能リスト 

この文書では、以前のバージョンでは使用できなかった、IWLive Pro 2023.1 から新しく導入された追加機

能、改良点を全て説明します。 

v2023.0 以降のバージョンのデータベースがサポートされるように 

これまで IWLive Pro の新バージョンをインストールすると、その新バージョンのデータベースのみがサポートされ

ているため、 マスターデータベース をそのバージョンへ更新する必要がありました。最新バージョンのソフトウェア

では、複数バージョンのデータベースが使用可能となったため、2023.0以降のバージョンのデータベースを使用

している場合は、この更新作業が不要になりました。 

最新バージョンよりも古いバージョンのデータベースを使用する場合、ソフトウェアの最新バージョンで使用可能な

機能全てにはアクセスできない可能性があります。新機能を使用できるかどうかは、その機能が最新バージョン

のデータベースでのみ使用可能なデータベーステーブルやフィールドを必要とするかどうか、あるいは結果に影響

を与える可能性がある変更がなされているかどうかに依存します。このような制約は、新しいデータベースアイテ

ムやプロパティが追加されているために生じることがあります。ただし、データベースや結果に関連しない機能は、

古いバージョンのデータベースを使用していても、得られます。 

異なるバージョンのデータベースのサポートは、バージョン 2023.0 以降のデータベースに対してのみ使用可能

です。 

データベースバージョン変更ダイアログ 

新しくインストールされたバージョンの IWLive Pro を開くと、データベースバージョンの更新 ダイアログが新しく

表示されます。  

 

https://help2.innovyze.com/infoworksicm/Content/HTML/Shared_All_DeskOnly/Master_database.htm
https://help2.innovyze.com/infoworksicm/Content/HTML/ICM_IN_ILCM/Database_Version_Change_Dialog.htm


このウィンドウでは、現在のマスターデータベースはこの新バージョンと互換性があるものの、最新バージョンではフ

ォーマットが変更されていること、また最新のデータベースバージョンへ更新することで新機能が使用できるように

なることが記載されています。 

また、このダイアログを再度表示するかどうかを選択するためのチェックボックスも含まれています。チェックボックスに

チェックをしない場合（デフォルト）、このダイアログはこのマスターデータベースを開くたびに表示されます。 

標準のマスターデータベース更新時にバージョン選択が可能に 

標準のワークグループまたはスタンドアロンのマスターデータベースを更新する際、マスターデータベースをどのバー

ジョンに更新するか選択できるようになりました。マスターデータベースを開く ダイアログに、Update to ドロッ

プダウンが新たに追加されました。選択されたバージョンへとデータベースが更新されると、そのデータベースの全ユ

ーザーがそのバージョンで使用可能な機能全てにアクセスできるようになりますが、古いバージョンのソフトウェアで

は更新されたデータベースを使用できなくなります。 

異なるバージョンのデータベースのサポートは、データベースのバージョン 2023.0 以降でのみ使用可能なた

め、更新可能なバージョンとして選択できる最も古いバージョンは 2023.0 となります。 

詳細は Master Databases をご覧ください。 

新規マスターデータベースのバージョン選択が可能に 

IWLive Pro の各メジャーリリースには、データベースの新バージョンが含まれています。以前は、新しく マスター

データベース を作成すると、自動的に最新バージョンのデータベースが作成されていました。例えば、ソフトウェ

アのバージョン 2023.0 で作成されたマスターデータベースまたは移動可能データベースは、データベースのバー

ジョンが 2023.0 になります。バージョン 2023.1 では、新しいマスターデータベースや移動可能データベースを

作成する際に、どのバージョンのデータベースを使用するか選択できるようになりました。これは、異なるバージョン

の IWLive Pro を使用しているユーザーと共同作業を行う場合に、便利なケースがあります。 

データベースのバージョンを選択できるよう、新規マスターデータベース ダイアログに、新しく Database 

version ドロップダウンが追加されました。 

異なるバージョンのデータベースのサポートは、データベースのバージョン 2023.0 以降でのみ使用可能なた

め、更新可能なバージョンとして選択できる最も古いバージョンは 2023.0 となります。 

 

データベースのバージョン番号が表示されるように 

https://help2.innovyze.com/infoworksicm/Content/HTML/Shared_All/Open_Master_Database_Dialog.htm
https://help2.innovyze.com/infoworksicm/Content/HTML/Shared_All_DeskOnly/Master_database.htm#Updating
https://help2.innovyze.com/infoworksicm/Content/HTML/Shared_All_DeskOnly/Master_database.htm
https://help2.innovyze.com/infoworksicm/Content/HTML/Shared_All_DeskOnly/Master_database.htm
https://help2.innovyze.com/infoworksicm/Content/HTML/Shared_All/New_Master_Database_Dialog.htm


使用しているマスターデータベースのバージョンを容易に把握できるように、エクスプローラーウィンドウのタイトルと

ツリービューにバージョン番号が表示されるようになりました。  

 

 


